
発
行

山
形
県
大
石
田
町
議
会

発
行
責
任
者

議
長

芳
賀

清

編
集

広
報
常
任
委
員
会
・

大
石
田
町
緑
町
一
番
地

（

）

印
刷

印
刷
文
化
堂

延澤 健治 さん

表
紙
の
写
真

携帯・スマホから
アクセス！

大石田町大字鷹巣字上北原 番地
電話

携帯・スマホから
アクセス！

延澤 健

発
行

山
形
県
大
石
田
町
議
会

発
行
責
任
者

議
長

芳
賀

清

編
集

広
報
常
任
委
員
会
・

大
石
田
町
緑
町
一
番
地

（

）

印
刷

印
刷
文
化
堂

大石田町大字鷹巣字上北原 番地
電話

大大石石田田地地区区大石田地区

大大石石田田町町議議会会事事務務局局大石田町議会事務局

おお気気軽軽ににおおいいででくくだだささいい。。（（議議場場はは役役場場 階階でですす））お気軽においでください。（議場は役場 階です）

電電話話 （（内内線線 ））電話 （内線 ）

麗麗ししのの里里山山ススキキーー場場（（ 撮撮影影））麗しの里山スキー場（ 撮影）
ううるるわわうるわ

（（ 月月 日日 日日））（ 月 日 日）

（（ 月月 日日））（ 月 日）

にに関関連連記記事事に関連記事

熱熱演演すするる延延澤澤ささんん（（ ））熱演する延澤さん（ ）

委
員
長

村
形
昌
一

副
委
員
長

村
岡
藤
弥

委

員

岡

英
和

委

員

小
玉

勇

委

員

遠
藤
宏
司

稲
刈
り
が
終
わ
る
と
そ
ば

刈
り
が
始
ま
り
、

新
そ
ば

ま
つ
り

で
町
内
外
か
ら
多

く
の
お
客
様
を
迎
え
る
。

今
年
で

回
目
の
開
催
と

な
り
、
例
年

名
を

超
え
る
来
場
者
か
ら
新
そ
ば

の
風
味
を
堪
能
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。当
然
、迎
え
る
ス
タ

ッ
フ
も
そ
れ
だ
け
大
変
な
わ

け
で
、約

名
の

打
ち
手

は
夜
明
け
ま
え
か
ら
一
心
不

乱
に
そ
ば
を
打
ち
続
け
る
。

そ
ん
な
苦
労
も

美
味
い

の
笑
顔
で
す
べ
て
が
報
わ
れ

る
と
い
う
も
の
だ
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
連
日
各

種
団
体
の
利
活
用
で
賑
わ
う

虹
の
プ
ラ
ザ
。
素
晴
ら
し
い

文
化
施
設
を
町
内
外
の
方
へ

ア
ピ
ー
ル
し
、
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
し
た
い
も
の
だ
。

【
記

岡

】

家族 娘 人（中 ・小 ）
趣味 太鼓
頑張っていること 仕事・太鼓・子育て、
すべてを完ぺきに！

砕
石
や
建
設
発
生
土
（
残

土
）
の
運
搬
、
産
業
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
を
大
型
ダ
ン
プ

で
行
う
仕
事
で
す
。

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
仕

事
と
違
う
仕
事
の
た
め
、
覚

え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

大
変
さ
を
感
じ
た
。

何
も
な
い
町
と
人
は
言
い

ま
す
が
、
色
々
あ
る
町
。
文

化
を
大
事
に
し
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
素
晴
ら
し
い

町
で
す
。

会
社
員
か
ら
転
職
し
、

仕
事
と
各
種
団
体
で
楽
し

く
活
躍
す
る
姿
を
目
の
あ

た
り
に
す
る
。

鷹
巣
太
鼓
保
存
会
は
小

学
校
の
統
合
と
と
も
に
活

動
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
見
事
復
活
さ
せ
た

行
動
力
は
す
ば
ら
し
い
と

感
じ
た
。
県
民
芸
術
文
化

祭
で
役
者
と
し
て
熱
演
す

る
姿
を
み
れ
ば

町
を
元

気
に
し
た
い

と
い
う
思

い
を
強
く
感
じ
る
。

今
後
も
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
。

【
記

村
岡
】

町
営
里
山
ス
キ
ー
場

が
営
業
を
終
え
た
後
に
、

町
の
写
真
屋
さ
ん
が
撮

影
し
た
一
枚
で
す
。

長
い
歳
月
、
町
民
に

親
し
ま
れ
た
ス
キ
ー
場

も
こ
の
度
の
条
例
廃
止

に
よ
っ
て
完
全
に
役
目

を
終
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
く
な
っ

た
光
景
を
、
万
感
の
思

い
を
込
め
て
今
号
の
議

会
だ
よ
り
の
表
紙
と
し

ま
し
た
。【広

報
委
員
長
】

鷹
巣
太
鼓
保
存
会
代
表
・

最
上
川
芭
蕉
連
・
大
石
田
町

商
工
会
青
年
部
。
先
日
、
県

芸
術
文
化
祭
の
時
に
演
劇
に

出
演
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

太
鼓
は
も
ち
ろ
ん
で
し
た
が
、

演
劇
を
や
っ
て
み
て
舞
台
に

立
つ
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

父
の
築
い
た
信
用
、
信
頼

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
延
澤

建
材
を
躍
進
さ
せ
た
い
。
建

設
関
係
の
方
々
を
は
じ
め
、

多
方
面
の
方
の
ご
要
望
に
お

答
え
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

現
状
維
持
も
大
事
で
す
が
、

先
行
投
資
を
も
っ
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
損
し
て
得
取

れ
の
精
神
で
攻
め
の
議
会
、

議
論
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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一 般 会 計

一般会計 特別会計）

特

別

会

計

一般会計 特別会計）

ににぎぎわわうう子子育育ててセセンンタターー（（虹虹ののププララザザ））にぎわう子育てセンター（虹のプラザ）

万万円円（（ ％％））万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

万万円円（（ ％％））万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

万万円円（（ ％％））万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円億 万円

（（ ％％））（ ％）

（（ ％％））（ ％）

（（ ％％））（ ％）

町税や繰越金な
ど、町が独自に調
達した財源。

地方交付税や国
庫支出金など、
国・県から定めら
れた金額が交付さ
れる財源。

国 民 健 康 保 険

次年子簡易水道

学 校 給 食 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

た ば こ 税

鉱 山 税

入 湯 税

都市計画税

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

万円

万円

％

％

％

％

％

％

％

第 回定例会は、 月 日から 日までの
日間の会期で開かれ、 議員による一般質問、
補正予算や平成 年度決算などの審議を行いま
した。
決算は特別委員会を設置し、詳細にわたり審
査。その結果、全議案について全員賛成で認定
しました。

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

億 万円

万円

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

億 万円

％

％

％

％

％

％

％

億 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

％

％

％

％

％

％

％

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

億 万円

万円

億 万円
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全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

村
形

昌
一
委
員

元気いっぱい老人クラブ

関

幸
悦
委
員

村
形

昌
一
委
員

遠
藤

宏
司
委
員

資料（ ）

遠
藤

宏
司
委
員

村
形

昌
一
委
員

齋
藤

公
一
委
員

遠
藤

宏
司
委
員

村
形

昌
一
委
員

村
形

昌
一
委
員

関

幸
悦
委
員

小
玉

勇
委
員

小
玉

勇
委
員

齋
藤

公
一
委
員

齋
藤

公
一
委
員

順位 市町村名 一人当たり（円）

資料（ ）

順位 市町村名 一人当たり（円）

全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

決算特別委員会とは予算が適正に
使われたかを審査するための委員会
です。
審査の結果、平成 年度決算は認

定すべきものと決定し、議長に報告
しました。

礼
品
の
特
別
栽
培
米

が
不
足
し
た
。
普
通

米
で
も
い
い
の
で
は
。

町
長

特
色
を
出
す
た
め
の

判
断
だ
っ
た
。
今
後
は
検
討

し
て
い
く
。

額
な
予
算
で
造
成
し

た
。
夏
場
に
は
雑
草

が
生
い
茂
っ
て
い
る
状
況
だ

が
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

町
長

近
隣
の
区
長
、
住
民

の
方
と
相
談
し
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

年
、
高
血
圧
の
人
が

県
で
一
番
多
か
っ
た
。

改
善
策
は
。

町
長

名
の
保
健
師
を
増

員
し
、
各
種
相
談
に
乗
っ
て

い
る
。

保
健
福
祉
課
長

ど
の
程
度

改
善
し
た
か
、
ま
だ
デ
ー
タ

が
出
て
い
な
い
。

ラ
ブ
数
、
会
員
数
も

減
る
一
方
だ
が
。

町
長

地
区
ご
と
に
事
情
が

あ
る
模
様
、
課
題
な
ど
を
話

し
合
っ
て
い
き
た
い
。

・
準
要
保
護
児
童
生

徒
就
学
支
援
は
就
学

前
に
支
給
で
き
な
い
か
。

教
育
長

国
の
動
向
を
み
て

検
討
し
た
い
。

を
檻
で
一
頭
捕
獲
し

た
が
、
注
意
喚
起
の

意
味
で
も
も
っ
と
周
知
す
べ

き
で
は
。

産
業
振
興
課
長

保
護
団
体

等
の
対
応
も
考
慮
し
、
周
知

し
な
い
の
が
通
例
。

内
に
何
件
あ
る
か
把

握
し
、
対
処
し
て
い

る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
関
係

法
令
の
中
で
対
処
し
て
い
る
。

年
比
で
も
減
っ
て
は

い
る
が
、
来
年
度
の

予
想
は
。

町
民
税
務
課
長

減
少
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

保
税
の
町
民
負
担
が

大
き
い
が
。（
資
料

）

町
長

被
保
険
者
の
収
入
が

増
え
、
調
定
額
が
大
き
く
な

っ
た
。

営
ア
パ
ー
ト
の
空
き

室
、
町
外
に
も
周
知

し
て
人
口
増
を
図
っ
て
は
。

町
長

い
ろ
ん
な
形
で
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
。

年
子
地
区
の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
予
定
地
に
生

息
地
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が

把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
長

群
生
か
、

個
体
程
度
の
飛
散
な
の
か
、

状
態
に
よ
っ
て
ど
う
す
る
か

は
こ
れ
か
ら
。

時
改
善
し
、
閲
覧
数

増
を
図
っ
て
い
く
べ

き
で
は
。

町
長

よ
り
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
や
っ
て
い
く
。

駐
車
場
に
集
め
た
雪

山
の
排
雪
が
遅
い
。

駅
前
の
機
能
を
考
え
れ
ば
早

期
に
対
処
す
べ
き
。

町
長

状
況
を
踏
ま
え
た
う

え
で
検
討
し
て
い
く
。

政
代
執
行
な
ど
や
っ

て
請
求
し
て
も
、
国

税
な
ど
の
債
務
が
優
先
と
聞

く
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

法
律
で
国
税
や
地
方
税
が
優

先
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

ん
と
か
し
て
ほ
し
い

の
声
が
地
域
か
ら
多

く
出
て
い
る
が
。

町
長

国
交
省
と
検
討
中
、

今
後
詰
め
て
い
く
。

位

位

位

位

位

最下位

大 蔵 村

舟 形 町

尾 花 沢 市

村 山 市

東 根 市

小 国 町

位

位

位

位

位

最下位

庄 内 町

河 北 町

山 辺 町

村 山 市

尾 花 沢 市

新 庄 市

用
額
が
多
い
の
は
な

ぜ
か
。

町
長

町
民
が
健
康
で
一
人

当
た
り
の
診
療
費
が
少
な
か

っ
た
た
め
。（
資
料

）
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いろんな年代に親しまれる

冬期間の歩道確保がようやくスタート！

全
員
賛
成
】

村
形

昌
一
議
員

大
山

二
郎
議
員

齋
藤

公
一
議
員

遠
藤

宏
司
議
員

水
駅

遠
藤

宏
司
議
員

大
山

二
郎
議
員

岡

英
和
議
員

図書館

全
員
賛
成
】

大
山

二
郎
議
員

全
員
賛
成
】

村
形

昌
一
議
員

全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

場
と
大
石
田
小
学
校

間
の
歩
道
整
備
と
あ

る
が
、
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

建
設
課
長

年
度
に
設
計

を
し

年
度
に
す
べ
て
完
成

さ
せ
た
い
。

ー
ダ
ー
探
査
と
は
。

教
育
長

土
地
を
掘
ら
ず
レ

ー
ダ
ー
で
地
下
の
様
子
を
調

べ
る
。

年
間
の
報
告
書
を

作
り
、
町
民
に
も
知
ら
せ
る

機
会
を
作
り
た
い
。

今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
長

水
駅（

）は
発
見

さ
れ
れ
ば
全
国
で
初
。
今
後

は
県
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

持
管
理
に

万
円
と

あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ

と
有
効
な
手
立
て
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。

町
長

入
口
に
メ
ダ
カ
の
生

息
し
て
い
る
沼
が
あ
る
。
鑑

定
で
は
大
石
田
町
固
有
種
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
も
合
わ
せ
検
討
し

て
い
く
。

業
が
遅
れ
て
い
る
。

早
く
完
成
す
る
よ
う

に
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
。

町
長

重
要
事
業
と
し
て
県

に
要
望
活
動
を
し
て
い
る
。

（
す
い
え
き
・
み
ず
う
ま
や
）

船
や
水
夫
を
配
備
し
て
河
川

の
横
断
に
便
宜
を
図
っ
た
駅
の

こ
と

の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
か
。

町
長

町
民
に
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
長

オ
ー
プ
ン
初
日
、

図
書
館
の
入
館
者
は

名
で
、
以
前
と
比
較
に
な
ら

な
い
人
数
に
な
っ
て
い
る
。

る
べ
く
本
物
を
広
く

町
民
に
提
供
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

北
海
道
歌
旅
座

が

月

日
公
演
、山
形
合

唱
団
じ
ゃ
が
い
も

公
演
は

月
と
、
こ
れ
か
ら
二
つ
を

企
画
し
て
い
る
。

松
の
倒
木
防
止
に

万
円
と
あ
る
が

水

と
緑
と
文
化
の
町

に
ふ
さ

わ
し
い
よ
う
に
抜
本
的
に
考

え
る
べ
き
で
は
。

町
長

由
緒
あ
る
松
な
の
で

考
え
て
み
る
。

年
後
見
人
制
度
の
手

数
料
と
あ
る
が
、
町

で
は
初
め
て
の
こ
と
か
。

保
健
福
祉
課
長

認
知
症
等

病
気
の
理
由
で
本
人
に
代

わ
っ
て
町
長
が
手
続
き
を
す

る
と
い
う
も
の
。
町
で
は
初

め
て
の
こ
と
。
サ
ー
ビ
ス
を

き
ち
ん
と
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
注
視
し
て
い
く
。

の
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
過
疎
債
対
応
と

あ
る
が
、
ど
ん
な
過
疎
対
策

に
な
る
の
か
。

副
町
長

今
進
め
ら
れ
て
い

る
外
国
人
観
光
客
の
こ
と
も

あ
る
が
、
ま
ず
は
足
腰
が
悪

く
布
団
が
無
理
な
お
客
様
が

要
望
す
る
ベ
ッ
ト
の
部
屋
を

つ
く
り
お
客
様
を
呼
び
た
い
。

戸田香さん（本町）を教育委
員会委員として任命すること
に全員が同意しました。
任期は平成 年 月 日か
ら平成 年 月 日までの
年間。

平成 年度から引き続き流雪溝の工
事を行います。

町営アパート（曙町）屋根・外壁の改
修工事を行います。

虹のプラザの東側に公園を造ります。
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賛
成
多
数
】

遠
藤

宏
司
議
員

（
反
対
村
形
議
員
・
関
議
員
・
遠
藤
議
員
）

村
形

昌
一
議
員

関

幸
悦
議
員

大
山

二
郎
議
員

岡

英
和
議
員

討論とは？

ナイターの灯りで里山が輝いていた時代・・・

賛
成
多
数
】

（
反
対
村
形
議
員
・
関
議
員
・
遠
藤
議
員
）

道

号
が
冬
期

通
行
可
能
に
な
り
当

町
に
来
る
人
は
格
段
に
多
く

な
る
と
思
う
。
今
後
の
こ
と

も
考
え
て
条
例
は
残
し
て
お

く
方
が
よ
い
の
で
は
。

町
長

鳴
子
ス
キ
ー
場
、
加

美
町
ス
キ
ー
場
を
見
て
も
ス

キ
ー
人
口
の
増
加
は
考
え
ら

れ
な
い
。

ル
ペ
ン
の
振
興
は
し

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長

経
費
等
総
合
的
に

考
え
、
ア
ル
ペ
ン
は
学
校
教

育
の
中
で
は
指
導
し
な
い
。

リ
す
べ
り
や
ス
キ
ー

等
に
こ
れ
か
ら
も
利

用
で
き
る
の
か
。

教
育
長

町
の
一
財
産
と
な

れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
は
今
後
の
課
題
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
安
全

を
保
障
で
き
な
い
の
で
、
ス

キ
ー
等
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

止
と
決
め
て
か
ら
条

例
廃
止
ま
で
数
年
か

か
っ
た
理
由
は
。

町
長

民
間
で
利
用
し
て
く

れ
る
方
が
い
な
い
か
考
え
て

い
た
。
遅
く
な
っ
た
こ
と
は

お
詫
び
し
た
い
。

道
の
支
柱
が
残
っ
て

い
る
。
撤
去
に
は
費

用
が
か
か
る
と
思
う
。
今
後

の
利
活
用
は
。

町
長

議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

も
意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討

す
る
。

議案の採決の前に、賛成、反対の意見をそ
の理由を明確にして表明することで、自分の
意見に反対している人や態度を決めかねてい
る人を自分の意見に同調させることです。

平
成

年
に
、
里
山

ス
キ
ー
場
を
運
行
し
な

い
と
執
行
部
の
考
え
を

受
け
て
、
賛
否
両
論
の

声
が
町
民
か
ら
上
が
り
、

議
会
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成

年

の
当
初
予
算
に
は
運
営

経
費
の
な
い
予
算
を
議

会
で
議
決
し
た
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
段
階

で
、
里
山
ス
キ
ー
場
は

ス
キ
ー
場
と
し
て
の
役

目
は
終
わ
っ
た
と
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
。

里
山
ス
キ
ー
場
設
置
条

例
廃
止
の
議
案
が
、
今

ご
ろ
出
て
き
た
こ
と
自

体
が
遅
す
ぎ
る
と
い
え

ま
す
。

里
山
と
い
う
財
産
を

生
か
す
も
殺
す
も
、
設

置
条
例
を
廃
止
す
る
こ

と
に
よ
り
前
に
進
む
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

町
民
一
人

ス
ポ
ー

ツ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

大
石
田
町
は
豪
雪
の
町

で
あ
り
、
冬
期
間
の
ス

ポ
ー
ツ
の
場
は
あ
っ
て

当
然
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
や
り
た

い
、
雪
上
の
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
、
子
ど
も
も

大
人
も
同
じ
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ス
キ
ー
場
閉
鎖
が
相

次
ぐ
中
、
存
続
し
て
い

く
こ
と
が
有
利
な
状
況

に
な
る
の
で
は
と
考
え

ま
す
。

国
道

号
も
通

年
通
行
と
な
り
、
宮
城

県
大
崎
市
か
ら
の
利
用

客
も
見
込
ま
れ
、
こ
れ

ま
で
の

倍

倍
の
交

流
人
口
拡
大
の
可
能
性

も
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
里
山
ス
キ
ー

場
を
冬
期
間
の
交
流
人

口
拡
大
の
拠
点
地
域
に

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
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町の持ち出しは 億円

ページ

村岡 藤弥 議員

ページ

大山 二郎 議員

ページ

村形 昌一 議員

ページ

遠藤 宏司 議員

村岡 藤弥 議員

返済計画は問題ない

国からのお金

借金（地方債）

億 万 千円

億 万 千円

町が負担するお金

資料（ ）

資料（ ）

億 万 千円

交付税に
反映される額

億 万 千円交付税に
反映されない額

一般財源 基金 億 万 千円

町が負担するお金 億 万 千円交付税に
反映されない額

一般財源 基金 億 万 千円

ページ

村岡 藤弥 議員

ページ

村岡 藤弥 議

ページ

大山 二郎 議員

ページ

ページ

村形 昌一 議員

ページ

ページ

遠藤 宏司 議員

ページ

議員が町の行財政全般にわたり、方針
や執行状況、所信などを質すことをいい
ます。議員 人あたりの持ち時間は 時
間です。今定例会では 議員が一般質問
を行いました。

億

千
万
円
を
か
け
完
成

し
た
。
財
政
に
対
し
不
安
視

す
る
町
民
が
い
る
。

町
長

し
っ
か
り
し
た
財
政

計
画
の
上
に
立
っ
て
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
に
起
因
し
今

後
の
町
政
運
営
に
大
き
な
影

響
は
な
い
。（
資
料

）

町
の
一
般
財
源
か
ら
持
ち
出

し
が

億
円
、
こ
れ
を
何
年

で
返
済
す
る
の
か
な
ど
具
体

的
な
情
報
提
供
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長

内
容
は
議
会
か
ら
も

町
民
へ
説
明
し
て
も
ら
い
た

い
。（
資
料

）

各
行
事
は
職
員
、
各
種
団
体

関
係
者
の
協
力
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。
大
石
田
ま
つ
り
は

職
員
全
員
体
制
だ
が
交
代
制

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

多
く
の
町
民
か
ら
協

力
し
て
頂
い
て
い
る
。
職
員

が
率
先
し
て
勤
務
す
る
こ
と

を
前
提
に
受
け
入
れ
態
勢
を

構
築
し
て
い
る
。

活
用
方
針
は
。

町
長

ホ
ー
ル
は
近
隣
に
な

い
優
れ
た
機
能
を
有
し
て
い

る
の
で
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

さ
を
町
外
に

し
多
方
面

の
利
用
促
進
に
努
め
た
い
。

舞
台
の
操
作
業
務
委
託
は
高

額
だ
が
将
来
的
に
は
ど
う
す

る
の
か
。

町
長

月
額

万

千
円
で

技
術
者
が

か
月

日
間
勤

務
す
る
。
照
明
、
音
響
の
保

守
管
理
、
操
作
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、
将
来
は
設
備

の
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
職

員
で
操
作
で
き
な
い
か
、
可

能
性
を
見
極
め
た
い
。

数
名
配
置
さ
れ
る
場
所
に
は

す
べ
て
が
職
員
で
な
く
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長

そ
う
は
思
わ
な
い
。

時
間
給
を
比
較
す
れ
ば
外
部

委
託
し
た
方
が
経
費
は
か
か

ら
な
い
が
。

町
長

仕
方
な
い
と
思
う
。

大
石
田
ま
つ
り
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
維
新
祭
は
、
自

主
参
加
だ
が
。

町
長

そ
れ
で
い
い
と
思
う
。
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統合したら駅伝はどうなる？

がんばれ！大中生 （朝のあいさつ運動）

大
山

二
郎
議
員

空き家になった いこいの家

村形 昌一 議員

災害用 水・アルファ米

大
山

二
郎
議
員

村形 昌一 議

町
と
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

町
長

総
合
教
育
会
議
の
場

に
お
い
て
意
見
調
整
を
図
り
、

平
成

年
度
統
合
の
是
非
を

含
め
た
今
後
の
方
向
性
を
今

年
度
中
に
決
定
し
て
い
く
。

教
育
長

町
長
部
局
と
緊
密

な
連
携
に
よ
る
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

総
合
教
育
会
議
設
置
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
学
校
統
合
に

つ
い
て
は

地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り

が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

会
議
に
臨
む
。

働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る
中
、

中
学
校
教
員
の

割
が
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
る
。

当
町
の
実
態
は
ど
う
か
。

教
育
長

教
員
の
勤
務
状
況

調
査
に
よ
る
と
教
員

名
中
、

一
週
間
の
残
業
時
間
、

時

間
以
上
（
過
労
死
ラ
イ
ン
）

が

名
、
平
均
残
業
時
間
は

時
間

分
、
自
宅
持
ち
帰

り
は
平
均
で

時
間

分
、

業
務
内
容
は
教
材
研
究
・
部

活
動
だ
っ
た
。

時
間
外
勤
務
の
指
導
は
。

教
育
長

校
長
会
を
通
し
て

や
っ
て
い
る
。

現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
。

町
長

可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
医
療
・

介
護
・
生
活
支
援
等
を
一
体

的
に
提
供
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
。
そ
の
た
め

に
は
、
関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
力
が
必
要
。
介

護
保
険
事
業
計
画
に
盛
り
込

み
、
構
築
を
進
め
て
い
く
。

介
護
軽
度
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、

負
担
軽
減
は
来
年
度
も
維
持

し
、
成
年
後
見
人
制
度
も
広

め
る
べ
き
。

町
長

今
年
度
同
様
維
持
し

て
い
き
、
成
年
後
見
人
制
度

も
周
知
し
て
い
く
。

中
学
教
員
の
負
担
が
増
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

土
日
の
部
活
動
時

間
が

年
前
の

倍
に
な
っ

て
い
る
。

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

学
力
向
上
や
い
じ

め
へ
の
対
応
な
ど
、
諸
課
題

も
増
え
た
。

頭
が
よ
い
人
ほ
ど
町
を
出
て

い
く
と
い
う
声
も
あ
る
が
。

町
長

基
本
的
に
は
、親
の

考
え
方
か
と
思
う
。

教
育
長

学
力
人
間
力
社

会
力
を
持
っ
た
人
間
を
つ
く

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

町
長

年
度
は
分
署
用
地

の
選
定
と
用
地
交
渉
。

年

度
は
用
地
買
収
と
設
計
業
務

を
行
う
。

年
度
建
設
工
事

着
手
の
予
定
だ
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ
ブ

ー
ポ
イ
ン
ト
も
併
設
し
た
用

地
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

分
署
候
補
地
の
選
定

に
係
る
庁
舎
内
会
議
を
開
催

し
、
候
補
地
の
選
定
基
準
の

確
認
や
具
体
的
な
候
補
地
の

検
討
も
行
っ
て
き
た
。
今
後

福
祉
会
館

の
解
体
と

い

こ
い
の
家

の
今
後
は
ど
う

考
え
て
い
る
。

町
長

福
祉
会
館
の
備
品
や

物
品
を
払
い
下
げ
、
財
産
を

有
効
に
処
分
し
、
で
き
る
だ

け
早
く
解
体
し
た
い
。

い
こ
い
の
家
は
有
効
活
用

が
で
き
な
い
か
、
し
っ
か
り

見
極
め
た
上
で
対
応
し
た
い
。

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
。

教
育
長

今
回
は
悪
く
、
町

は
県
の
平
均
以
下
だ
っ
た
。

先
生
に
は
勉
強
に
集
中
し
て

も
ら
い
道
徳
や
部
活
は
み
ん

な
で
支
え
る
体
制
に
で
き
な

い
か
。

教
育
長

現
状
か
ら
難
し
い

と
考
え
る
。

避
難
訓
練
の
状
況
は
。

町
長

訓
練
を
実
施
し
た
地

区
は

地
区
だ
。

堤
防
決
壊
を
想
定
し
た
訓
練

は
ど
う
か
。

調
整
事
項
を
基
本
に
消
防
委

員
会
に
諮
問
し
て
い
く
。

教
育
長

学
校
独
自
の
防
災

計
画
で
や
っ
て
い
る
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に

よ
る

ア
ラ
ー
ト
の
状
況
は
。

総
務
課
長

不
具
合
は
な
く

役
場
も
早
朝
に
開
放
し
て
対

応
し
た
。

防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
を
。

総
務
課
長

各
地
区
に
防
災

に
つ
い
て
出
前
講
座
を
呼
び

か
け
て
い
る
が
反
応
が
な
い
。

町
は
地
区
ご
と
の
避
難
訓
練

を
推
奨
し
、
災
害
用
備
蓄
品

を
町
民
に
配
布
し
、
地
域
の

連
携
を
図
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

町
長

考
え
て
い
く
。



おおいしだ 議会だよりおおいしだ 議会だより

子育てしやすい町に（にじっこひろば）

遠
藤

宏
司
議
員

黒染みが年々広がっている外壁

遠
藤

宏
司
議
員

消
費
税
増
税
の
税
収
は
、
町

民
の
暮
ら
し
を
よ
く
す
る
こ

と
に
使
わ
れ
た
の
か
。

町
長

平
成

年

月
か
ら

消
費
税
が

％
引
き
上
げ
ら

れ

％
に
な
り
、
政
府
は
増

収
分
を
社
会
保
障
の
充
実
、

安
定
化
に
向
け
る
と
し
、
基

礎
年
金
の
負
担
金
や
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
医
療
と
介

護
の
充
実
の
た
め
の
財
源
と

し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。
平
成

年
度
か
ら
低
所
得
者
の
国

民
健
康
保
険
料
の
軽
減
措
置

拡
大
に
約

億
円
が

投
入
さ
れ
て
お
り
、
当
町
で

は

割
軽
減

割
軽
減
の
対

象
者
の
保
険
料
の
減
額
分
に

充
当
し
て
い
る
。
国
保
加
入

者
の
負
担
を
改
善
す
る
た
め
、

努
力
し
て
い
く
。

要
保
護
世
帯
と
準
要
保
護
世

帯
の
子
ど
も
に
、
増
額
さ
れ

た
入
学
時
就
学
援
助
金
は
支

給
さ
れ
た
か
。

教
育
長

新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
費
等
は
、
今
年
度
改

訂
さ
れ
（
小
学
校

万

円

万

円
・
中

学
校

万

円

万

円
）
既
決
予
算

で

月
に
同
額
を
支
給
し
た
。

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
や
、
学
校
給
食
費
の
助
成

や
無
料
化
を
、
町
と
し
て
も

考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

町
長

町
の
子
育
て
支
援
で

は
、
出
産
一
時
金
の
増
額
や

保
育
料
の
無
償
化
、
割
引
の

実
施
な
ど
、
医
療
費
の
無
料

化
と
違
う
サ
ー
ビ
ス
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

大
石
田
小
学
校
の
外
壁
が
老

朽
化
し
て
い
る
。
設
備
や
備

品
な
ど
、
教
育
環
境
を
整
備

す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

教
育
長

大
石
田
小
学
校
校

舎
は
、
建
設
か
ら

年
が
経

過
し
て
お
り
、
老
朽
化
に
伴

う
維
持
補
修
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
町
長
部
局
と
協
議

し
な
が
ら
、
劣
化
状
況
等
の

調
査
も
含
め
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。


